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「
今
」
を
大
切
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校 

長   

井
上 

弘
規 

 
 

 

『
一
月
往
ぬ
る
二
月
逃
げ
る
三
月
去
る
』
早
い
も
の
で
２
月
４
日
は
立
春
で
す
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
暦
の
上
で
は
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
注
意
深
く
見
て
い
る
と
、
春
の
訪
れ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。  

  
 

「
あ
な
た
が
空
し
く
生
き
た
今
日
は
、
昨
日
死
ん
で
い
っ
た
人
が  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

あ
れ
ほ
ど
生
き
た
い
と
願
っ
た
明
日
」 

   
 

年
前
の
１
月 

 

日
朝
５
時 

 

分
・
・
・
そ
れ
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
発
生
の
時
刻
で
す
。

そ
の
地
震
で
、
６
０
０
０
人
以
上
の
尊
い
命
・
大
切
な
命
が
奪
わ
れ
、
思
い
出
の
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
家

や
街
が
壊
れ
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
震
災
は
自
然
災
害
の
怖
さ
を
強
烈
な
印
象
で
伝
え
る
と
と
も
に
、
備

え
の
大
切
さ
を
も
知
ら
し
め
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
「
命
の
尊
さ
・
大
切
さ
」
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
た
ち
が
助
け
合
っ
て
生
活
す
る
姿
、
役
に
立
ち

た
い
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
沢
山
の
人
た
ち
の
姿
を
見
て
、
人
間
の
優
し
さ
・
支
え
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
温
か
な
気
持
ち
を
感
じ
つ
つ
、
知
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。 

 

朱
書
き
し
た
フ
レ
ー
ズ
は
、
韓
国
の
小
説
『
カ
シ
コ
ギ
』
と
い
う
本
の
中
の
言
葉
で
す
。 

夢
や
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
人
々
の
明
日
が
、
予
告
も
な
い
地
震
に
よ
り
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
た
こ
と
を
想

像
す
る
と
、
今
こ
の
瞬
間
の
自
分
の
考
え
方
・
あ
り
方
に
つ
い
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
や

る
べ
き
こ
と
を
精
一
杯
や
ろ
う
と
い
う
気
に
な
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？ 

 

先
日
、
震
災
の
日
に
灯
籠
で
描
か
れ
た
言
葉
は
「
む
す
ぶ
」
で
し
た
。
神
戸
か
ら
全
国
へ
人
と
人
の
思

い
を
結
ぶ
。
震
災
を
経
験
し
た
世
代
と
知
ら
な
い
世
代
と
を
結
び
、
教
訓
を
未
来
へ
と
伝
え
て
い
く
。
そ

う
し
た
祈
り
と
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
地
震
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
起
こ
る
の
か
は
誰
に
も

わ
か
り
ま
せ
ん
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
心
配
も
つ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
地
震
が
起
こ

っ
た
時
の
た
め
に
備
え
準
備
す
る
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い 

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、「
防
災
意
識
を
高
め
る
」
と
と
も 

に
、「
自
他
の
命
を
大
切
に
し
、
自
分
ら
し
く
、
自
分
の
命
を
精
一
杯
輝
か
せ 

る
生
き
方
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
考
え
を
巡
ら
せ
、
具
体
的
に
動
い
て
く
れ 

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
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学

校

だ
よ
り 

令和５年 

２月号 

２月１日 

発 行 

笠 置 

中学校 

今年度の締めくくりを！  

【笠中 HP】 

「一月往ぬる、二月逃げる、三月去る」というように、３学期はあっという間に過ぎ去ってしまいます。 

気が付けばもう今年度もあとひと月とちょっと・・・。今年度の締めくくりとなるように、一年の振り

返りとまとめをしてほしいと思います。 

２月３日は節分。節分は文字通り季節の変わり目のことで、その頃に起こりがちな 

病気や災害を鬼に見立て、それを追い払う儀式です。  

病気や災害を蹴散らし、残りの中学校生活を楽しんでほしいです！ 

いよいよ受験本番！  

２月にはいよいよ受験シーズンが到来します。３年生は自分の将来に

向けて気合十分、自身の希望進路に向けて、勉強に余念がないといった

状況です。 

２学期の生徒集会後のサプライズで１・２年生から３年生への合格祈

願のお守り渡しを行いました。下級生からの応援メッセージは３年生の

受験への闘志を掻き立ててくれたようです。 

３年生の希望進路に向けて、健闘を祈ります！！ 

28 
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【教育相談室開室日のお知らせ】 ２月のスクールカウンセラー来校日は 

２月７日（火）・14日（火）21（火）・28（火）です。お気軽にご相談ください。 

【 ２月予定 】  

税の作文・相楽美術展 表彰 

【相楽地方教育美術展】 

１年：久保縞平・伏木祥太 

２年：川北隼翔・村田利奈・山下聖馬 

３年：草水凛華・坂内楓子・南山あみい 

竹細工頂きました 

南山城村在住の 川下様から、素敵な竹細工をいただきました。 

本物と見間違うような見事な出来栄えで、トンボは頭のところに重心が 

あり、ゆらゆらと絶妙なバランスをとっています。 

それ以外にもカニ（シオマネキ）など見ていて飽きません。 

生徒たちも手に取り、感嘆の声を上げていました。 

 川下様 ありがとうございました。 

【税についての作文】 

宇治納税貯蓄組合連合会会長賞 

３年：坂内楓子 

相楽東部広域連合長賞 

３年：南山あみい 

２学期に美術の時間に取り組んだ作品を相楽

地方教育美術展に出品しました。 

また、税についての作文も 3 年生 2 人が表彰さ

れました。 

おめでとうございます！ 

あいさつ運動にご協力いただいた PTA の皆様ありが

とうございました。 

寒い日でしたが、冬晴れの気持ちのいい日で、きりっ

と身が引き締まりました。学校・地域・どこでも進んで

あいさつできる人になってほしいです。 

愛の一声運動 1 月 11 日（水） 

日 曜 行事 月 曜 行事

1 水 短B　３年学年懇談 15 水 特別５校時

2 木 中２アップ（英） ふりスタ（国） 16 木
短B　中２アップ（英）
公立前期選抜（３年４ｈ授業）

3 金 人権学習授業参観⑥（１・２年） 17 金 公立前期選抜

6 月
ふりスタ（国）
奈良私学入試

19 日 相楽少年の主張大会

7 火
SC来校　中２アップ（数）
奈良私学入試

20 月 ふりスタ（国）　公立前期追試

8 水 短B 21 火 SC来校

10 金 京都・大阪方面入試（３年４ｈ授業） 22 水
短B　前期合格発表（３年４ｈ）
部活動停止（～３月２日）

11 土 建国記念の日  京都・大阪方面入試 24 金 短B

13 月 ふりスタ（国） 27 月 質問教室 ふりスタ（国） 中２アップ（英）  朝礼

14 火 SC来校 中２アップ（数） 28 火 質問教室  SC来校



 


